
９月１０日付『静岡新聞』は、１面のほとんどを割いて、『大井

川直下「大量湧水の懸念』」「ＪＲ非公表資料に明記」と題し、Ｊ

Ｒ東海がリニア南アルプストンネル工事の関係資料を隠蔽してい

たことを報道しました。

記事の内容は、「『涵養された地下水が大量に存在している可能

性があり、高圧大量湧水の発生か懸念される』と記されたＪＲ東

海の非公表資料が存在することが、９日までに分かった。ＪＲが

委託した地質調査会社が２０１３年に作成した資料には、事前の

ボーリング調査で、『大量湧水が発生している』との記載もある」

というものです。また、８月２５日の国土交通省専門家会議で、

ＪＲ東海は資料の提示も説明もなかったとのことです。

会社は、約７年間も隠蔽し続け、これを承知で工事を進めよう

としていたことになります。都合の悪いことは公表せず、大井川

が涸渇しても関係ないという態度で、リニア建設を強引に進めて

いたということです。金子社長が静岡県知事と対談しましたが、

平然としていられる態度は、人間の良心があるのか疑いたくなり

ます。住民の命よりリニアの方が大事なのでしょうか。

ＪＲ東海労は、この隠蔽を絶対に許しません。
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